
	

POLYSTAR	POLARIS	WAY	

―	確かな軸で、共に進む道	―	

	

■	パーパス（Purpose：存在意義）なぜ、当社が存在するのか。社会に対して何のために活動しているのか。	

包装を通じて、人と社会の信頼をつなぎ、小さな現場から、大きな安心を未来に届ける。	

	

■	フィロソフィー（Philosophy：行動の哲学）組織がどのような考え方や価値観に基づいて行動するのかという思想	

包装とは、信頼をかたちにする“技術”であり、現場の知恵が息づく“文化”である。	

	

私達は、創業以来、“お客様の声”を原点に、現場と共に歩んできた。	

お客様の声を追求し続けてきた私たちは、「シンプルで使いやすい機械づくり」という信念を磨き上げてきた。	

私たちは、ものづくりの最終工程としての包装に誇りを持ち、お客様の製品を守り、装いその価値を完成させる。	

	

その積み重ねが、包装品質の向上と合理化・省力化の両立を可能にしている。	

さらに、環境配慮とデジタル技術を融合し、人と地球にやさしい“持続可能な包装”の未来を創造していく。	

	

これからも、現場から学び、技術で未来を包み続ける。	



	

■	ミッション（Mission：使命）パーパスを実現するために、果たすべき使命、企業として何をするか	

お客様の想いを、一貫した仕組みで信頼に変える。	

	

・顧客の声を起点に、開発・設計・製造・アフターまで自社一貫で対応する。	

・営業・技術・サービスが一体となり、現場に即応する小回りの効くサポートを提供する。	

・包装品質を通して、製品の魅力と信頼を最大化する。	

・常に「今できる最善」を考え、スピードと誠実さで応える。	

	

■	ビジョン（Vision：将来像）中長期で目指す姿や未来像	

現場から世界へ。小さな力で、大きな信頼を包む。	

POLYSTAR	―	現場と共に進化する、“包む”技術集団―	

	

1.	お客様・取引先・地域社会とともに課題を見つけ、共に解決する“共創型メーカー”として進化する。	

2.	包装を軸に、省力化・自動化の技術を拡張し、製造現場の未来を支える。	

3.	スピードと柔軟性で、大手にはできない現場対応を実現する。	

4.	一人ひとりが飽くなき挑戦心を持ち、技術を磨き続ける組織文化を築く。	

5.	規模ではなく、信頼と現場力で選ばれる企業を目指す。	

	



■	スピリット	&	バリュー（Spirit	&	Value）フィロソフィーを日々の実践に落とし込んだ、社員一人一人の行動指針	

―	三つの心と六つの力	―	

三つの心（Spirit）	 意味	 六つの力（Six	Values）	 行動の姿勢	

社会を愛する心	 技術で社会課題を解き、次

世代に誇れる環境を残す。	
①	真摯力	 誠実にものづくりと向き合い、責任をもって品質を貫

く。	

②	創造力	 現場の課題をヒントに新しい価値を生み出す。	

仲間を愛する心	 互いを尊重し、支え合い、

共に成長する。 

	

③	自律力	 自ら考え、行動し、責任を持ってやり遂げる。	

④	連携力	 仲間や他部署と力を合わせ、協働で成果をつくる。	

⑤	共感力	 相手の立場を理解し、思いやりと信頼でつながる。	

会社を愛する心	 自らの仕事と理念に誇りを

持ち、会社に持続的競争力

をつける。	

⑥	一貫力	 開発からメンテナンスまで責任を持ってやり抜く。	
日々の改善を積み重ね、技術革新を続ける。	

	
	
	
	
	
	
	

	



【補足資料】	

■	経営者メッセージ	

包装は、製造の最終工程であり、製品の価値を完成させる技術です。	

私たちは包装を通して製品を装い、守り、その価値を高めることで、社会に“安全と安心”を届けています。	

	

創業から 55 年。私たちは常にお客様の声を原点に、現場と共に課題を見つけ、解決策を探し続けてきました。	

その歩みの中で磨かれてきたのは、「シンプルで使いやすい機械づくり」という信念。	

そして何よりも、大手にはない小回りとスピードで、お客様の“いま”に応える姿勢です。	

	

変化の激しい時代だからこそ、私たちは立ち止まらず、挑戦し続けます。技術者一人ひとりが、現場の課題を自分ごととして捉え、	

飽くなき探究心と志で成長を重ねる。その積み重ねこそが、POLYSTAR の信頼と未来を支える原動力です。	

	

POLYSTAR	POLARIS	WAY	―	確かな軸で、共に進む道。	

	

	

	

	

	


